
Q. どの授業の設計に最も力を入れて
いますか?

A.私は「マーケティング・リサーチ」の授業設
計に多くの時間を費やしています。このクラス
には2、3年生を中心に150人ほどの学生が
受講しており、授業では「T+P（Theo -
ry+Practice Approach）」という手法をとっ
ています。最初の30分はPPTスライドを使っ
て理論的な説明を行い、残りの60分で実践
的なアプローチを行います。演習では、マーケ
ティング授業専用のデータ分析ソフトを使っ
て、有名企業のマーケティングデータを分析・
解釈します。その際は学生が授業に積極的に
参加できるように、また取り残される学生が
いないように小グループに分かれて行いま
す。少人数のグループでは、学生同士でデー
タ分析の結果を比較し、データに意味を持た
せることができます。また、この過程で学生た

ちのピア・ツー・ピア学習を促進することがで
きます。このように新しい概念や教材の内
容?について少人数で一緒に取り組み、教え
教え合うことで、新たな視野や知識を獲得で
きる有意義な学びを生み出すことができると
考えています。

Q. 授業では、学生の学びの質を高め
るためにどのような工夫をしています
か？

A. 私の工夫は 「プロセスから結果を生み出
す」というアプローチに表れています。

ブレインストーミング

授業で質の高い学習を実現するためのプロ
セスとして、まず、ディスカッションの前に個人
でブレインストーミングする時間を設けます。

オープンディスカッションに参加する前にブレ
インストーミングをすることで、他の学生の意
見に触れる前に自分の考えを深めることが
でき、オープンディスカッションの質も向上す
ると考えています。

オープンディスカッション

オープンディスカッションでは、すべての学生
に少グループに参加してもらい、他の学生と
関わる機会を作っています。この段階では、学
生同士が互いのアイデアや意見を交換し教
え合うピア・ツー・ピアの学習プロセスを取っ
ています。授業内で出した問いについて、専
門家による解決策や解答を提示する前に、あ
らかじめ学生に問題解決の姿勢を意識させ
ることで、活発な議論ができるようにしていま
す。
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Tips
1. Youtube などの資料を用いることで
    授業内容の実践的なケースを示す
2. 学生が実際に試すことができるように
    理論と実践を組み合わせたアプローチ
    をとる

ソリューション

学生の意見を聞いた後は、専門家の意見や
解決策を提示しつつ、私もクラスの議論に加
わります。そうして問題に対する理論的な解
決策を提示し、YouTube動画などの資料を用
いて実際の例を挙げながら授業内容の理解
を深めていきます。

このようにブレインストーミング、オープンディ
スカッション、ソリューションという学習プロセ
スの3つの段階を経て、学生がディスカッショ
ンで到達したソリューションの質に応じて、こ
のプロセスの「最終結果」を評価しフィードバ
ックを行っています。

Q. 学生のモチベーションをあげるた
めに何をしていますか？

A. まず、学生の積極的な参加を促すために、
下図のような授業構成にしています。授業の
前半は、30分間の講義、10分間のディスカッ
ションの後、5分の休憩を挟みます。後半は、
40分間の講義、10分間のクイズまたはディス
カッション、質疑応答という構成になっていま
す。これまでの経験から、学生が積極的に参
加できる授業構成にしたほうが、より学生の
学びにとって効果的であることがわかりまし
た。

2つ目は、Zoomのチャット機能を使ったオー
プンディスカッションで、学生のモチベーション
を高めています。学生の好きなタイミングで
授業のトピックについて自由に話したり、意
見を述べたりできるようにしています。また、
大人数のクラスでは学生を小グループに分
け、ワークシートに沿った課題を行ったり学同
士の相互評価を提出したりすることで、学生

のモチベーションを高めることができ、とても
効果的です。

3つ目に、YouTube動画などのメディア、授業
中のクイズ、質疑応答、ピア・ツー・ピアのディ
スカッションなど、多様なツールを活用してい
ます。クラス内での「ボーナスポイント」クイズ
は、学生に少しでも関心を持たせるために活
用しています。また、授業に関連した質問をた
くさん投げかけ、テーマについて深く考えても
らうようにしています。それに加え、学生同士
でディスカッションを行うことで、意見を交換
したり、授業内容に関連する問題を一緒に解
決したりする場を設けています。このようなイ
ンタラクティブな授業の仕組みを作ることで、
学習のモチベーションを高める知的な刺激を
与えることができると考えています。

Q. 教育で大切なことは何だと思いま
すか？

1.  基礎知識の教育

大学に入学したすべての学生にとって、知識
は非常に重要なものです。特に、基礎的な知
識を確実に学生に身に付けてもらうことは重
要です。学生はできる限り多くの知識を吸収
しなければならず、その学習プロセスには講
師と学生の両方が関わっており、知識吸収の
過程では、学生と教師の双方が努力する必
要があります。

2. 知識の実生活への応用

基礎的な知識を得るだけでなく、それを日常
生活や自分の将来に応用できるかどうかは、
学生にとって特に重要です。学生は、授業で

学んだ知識を日常生活の中で応用する能力
を確実に身につけることが求められます。最
初のステップとして、APUで開催されている
ビジネス・ケース・コンペティションに参加して、
授業の概念を適用する経験を積んでみるの
も良いと思います。実際に自分が参加するこ
とで、学んだ知識を実生活で応用する方法を
身に付けることができます。

3. インタラクティブなコミュニケーション

インタラクティブなコミュニケーションによっ
て、アイデアを共有したり、情報を交換したり
する場を活発化させることで、マーケティング
概念の理解は広がります。授業への参加、グ
ループディスカッションへの参加、課題の達
成、授業内容の把握などを通じたインタラク
ティブなコミュニケーションができることは、地
域社会や世界に変化をもたらすことのできる

APU生の模範的な姿だと思っています。

Q. あなたの授業を受ける学生に期
待することは何ですか？

1. 勤勉であること

学生のみなさんは勤勉であって欲しいと思い
ます。勤勉とは、授業内容を把握し、期限内に
課題を提出し、提示されたクラスの問題の解
決策を見つける熱意を持つことです。大学と
は、学び、知識を得るための場所であり、その
プロセス全体において勉学に勤しんでくださ
い。

2. 他者を尊敬・尊重すること

友人、クラスメート、TA、教授、他の教職員な
ど、すべての人に敬意を払うことは、グローバ

ル市民としての理想的な姿です。 APUには
様々なバックグラウンドを持った人々が集まっ
ていますが、互いに尊重し合い、自分の意見
や考えを発信できる場であることが大切で
す。

3. 情熱を持つこと

自分の目標に対して情熱を持ち、その目標を
達成するために努力していってほしいです。
APUのスローガンである"Shaping your 
world "は、個人的な目標を達成することから
始まり、そこから世界の問題を解決するため
に活動するグローバル市民へと連なっていく
ものです。まず個人単位の行動目標から達成
していく努力を惜しまないでください。
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「Q」とは
APU で素晴らしい授業を行っている先生方はたくさんいらっしゃい
ますが、先生方が授業中にどのような工夫をしているのか知ること
が出来れば、他の先生の授業改善にも役立つ。そのために、インタ
ビューをして授業の工夫を教えてもらいたい、ということで始めた取
り組みです。この記事は、授業の「Quality＝質」を高める、質を高め
るための「Question＝問」に答える、授業改善の「Queue＝列」を
なす、など、色々な意味を込めて「Q」と名付けました。先生方の授業
の質向上の「Quest」に役立てられると幸いです。

私はAPUに入学して3セメスター目に柳先生の「マーケティング入門」
の授業を受けました。マーケティング入門では、SWOT分析などのマー
ケティング理論を紹介し、とてもインタラクティブでエネルギッシュな授
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ジネスの強み、弱み、機会、脅威を分析するのに役立ちます。また、
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CMを見ることで、理解が難しかったビジネスアイデアを概念として具
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インタビューの感想
Q. どの授業の設計に最も力を入れて
いますか?

A.私は「マーケティング・リサーチ」の授業設
計に多くの時間を費やしています。このクラス
には2、3年生を中心に150人ほどの学生が
受講しており、授業では「T+P（Theo -
ry+Practice Approach）」という手法をとっ
ています。最初の30分はPPTスライドを使っ
て理論的な説明を行い、残りの60分で実践
的なアプローチを行います。演習では、マーケ
ティング授業専用のデータ分析ソフトを使っ
て、有名企業のマーケティングデータを分析・
解釈します。その際は学生が授業に積極的に
参加できるように、また取り残される学生が
いないように小グループに分かれて行いま
す。少人数のグループでは、学生同士でデー
タ分析の結果を比較し、データに意味を持た
せることができます。また、この過程で学生た

ちのピア・ツー・ピア学習を促進することがで
きます。このように新しい概念や教材の内
容?について少人数で一緒に取り組み、教え
教え合うことで、新たな視野や知識を獲得で
きる有意義な学びを生み出すことができると
考えています。

Q. 授業では、学生の学びの質を高め
るためにどのような工夫をしています
か？

A. 私の工夫は「プロセスから結果を生み出
す」というアプローチに表れています。

ブレインストーミング

授業で質の高い学習を実現するためのプロ
セスとして、まず、ディスカッションの前に個人
でブレインストーミングする時間を設けます。

オープンディスカッションに参加する前にブレ
インストーミングをすることで、他の学生の意
見に触れる前に自分の考えを深めることが
でき、オープンディスカッションの質も向上す
ると考えています。

オープンディスカッション

オープンディスカッションでは、すべての学生
に少グループに参加してもらい、他の学生と
関わる機会を作っています。この段階では、学
生同士が互いのアイデアや意見を交換し教
え合うピア・ツー・ピアの学習プロセスを取っ
ています。授業内で出した問いについて、専
門家による解決策や解答を提示する前に、あ
らかじめ学生に問題解決の姿勢を意識させ
ることで、活発な議論ができるようにしていま
す。

ソリューション

学生の意見を聞いた後は、専門家の意見や
解決策を提示しつつ、私もクラスの議論に加
わります。そうして問題に対する理論的な解
決策を提示し、YouTube動画などの資料を用
いて実際の例を挙げながら授業内容の理解
を深めていきます。

このようにブレインストーミング、オープンディ
スカッション、ソリューションという学習プロセ
スの3つの段階を経て、学生がディスカッショ
ンで到達したソリューションの質に応じて、こ
のプロセスの「最終結果」を評価しフィードバ
ックを行っています。

Q. 学生のモチベーションをあげるた
めに何をしていますか？

A. まず、学生の積極的な参加を促すために、
下図のような授業構成にしています。授業の
前半は、30分間の講義、10分間のディスカッ
ションの後、5分の休憩を挟みます。後半は、
40分間の講義、10分間のクイズまたはディス
カッション、質疑応答という構成になっていま
す。これまでの経験から、学生が積極的に参
加できる授業構成にしたほうが、より学生の
学びにとって効果的であることがわかりまし
た。

2つ目は、Zoomのチャット機能を使ったオー
プンディスカッションで、学生のモチベーション
を高めています。学生の好きなタイミングで
授業のトピックについて自由に話したり、意
見を述べたりできるようにしています。また、
大人数のクラスでは学生を小グループに分
け、ワークシートに沿った課題を行ったり学同
士の相互評価を提出したりすることで、学生

のモチベーションを高めることができ、とても
効果的です。

3つ目に、YouTube動画などのメディア、授業
中のクイズ、質疑応答、ピア・ツー・ピアのディ
スカッションなど、多様なツールを活用してい
ます。クラス内での「ボーナスポイント」クイズ
は、学生に少しでも関心を持たせるために活
用しています。また、授業に関連した質問をた
くさん投げかけ、テーマについて深く考えても
らうようにしています。それに加え、学生同士
でディスカッションを行うことで、意見を交換
したり、授業内容に関連する問題を一緒に解
決したりする場を設けています。このようなイ
ンタラクティブな授業の仕組みを作ることで、
学習のモチベーションを高める知的な刺激を
与えることができると考えています。

Q. 教育で大切なことは何だと思いま
すか？

1.  基礎知識の教育

大学に入学したすべての学生にとって、知識
は非常に重要なものです。特に、基礎的な知
識を確実に学生に身に付けてもらうことは重
要です。学生はできる限り多くの知識を吸収
しなければならず、その学習プロセスには講
師と学生の両方が関わっており、知識吸収の
過程では、学生と教師の双方が努力する必
要があります。

2. 知識の実生活への応用

基礎的な知識を得るだけでなく、それを日常
生活や自分の将来に応用できるかどうかは、
学生にとって特に重要です。学生は、授業で

学んだ知識を日常生活の中で応用する能力
を確実に身につけることが求められます。最
初のステップとして、APUで開催されている
ビジネス・ケース・コンペティションに参加して、
授業の概念を適用する経験を積んでみるの
も良いと思います。実際に自分が参加するこ
とで、学んだ知識を実生活で応用する方法を
身に付けることができます。

3. インタラクティブなコミュニケーション

インタラクティブなコミュニケーションによっ
て、アイデアを共有したり、情報を交換したり
する場を活発化させることで、マーケティング
概念の理解は広がります。授業への参加、グ
ループディスカッションへの参加、課題の達
成、授業内容の把握などを通じたインタラク
ティブなコミュニケーションができることは、地
域社会や世界に変化をもたらすことのできる

APU生の模範的な姿だと思っています。

Q. あなたの授業を受ける学生に期
待することは何ですか？

1. 勤勉であること

学生のみなさんは勤勉であって欲しいと思い
ます。勤勉とは、授業内容を把握し、期限内に
課題を提出し、提示されたクラスの問題の解
決策を見つける熱意を持つことです。大学と
は、学び、知識を得るための場所であり、その
プロセス全体において勉学に勤しんでくださ
い。

2. 他者を尊敬・尊重すること

友人、クラスメート、TA、教授、他の教職員な
ど、すべての人に敬意を払うことは、グローバ

ル市民としての理想的な姿です。 APUには
様々なバックグラウンドを持った人々が集まっ
ていますが、互いに尊重し合い、自分の意見
や考えを発信できる場であることが大切で
す。

3. 情熱を持つこと

自分の目標に対して情熱を持ち、その目標を
達成するために努力していってほしいです。
APUのスローガンである"Shaping your 
world "は、個人的な目標を達成することから
始まり、そこから世界の問題を解決するため
に活動するグローバル市民へと連なっていく
ものです。まず個人単位の行動目標から達成
していく努力を惜しまないでください。


